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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第９期
第３四半期
連結累計期間

第10期
第３四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 13,823,305 14,317,139 17,915,753

経常利益（千円） 702,775 590,218 396,172

四半期（当期）純利益（千円） 664,529 545,322 302,793

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
587,180 754,861 579,069

純資産額（千円） 11,409,881 12,156,096 11,401,427

総資産額（千円） 28,787,556 27,929,401 28,084,879

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.76 8.01 4.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 39.6 43.5 40.6

 

回次
第９期
第３四半期
連結会計期間

第10期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1.58 6.20

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連需要などを背景に国内需要は底堅く推移し、ま

た、12月の政権交代に伴う経済再生に向けた政策への期待感から、外国為替相場は円安方向に、株式市況は上昇傾向

となるなど景気浮揚への変化の兆しが見られるようになりました。しかしながら、通期では欧州経済の長期低迷や

新興国の経済成長の鈍化などの影響により先行きが不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの主力事業である橋梁につきましては、当第３四半期連結累計期間の国土交通省や地方自治体の発

注量が前年同期に比べ大きく減少したことから、総発注量でも依然低調に推移し前年同期を若干下回ったものと思

われます。また、民間工事量も減少傾向にあり、熾烈な受注競争が継続し、厳しい事業環境となっております。

このような環境下、当社グループは、事業会社の宮地エンジニアリング株式会社が有する製作・架設力などの総

合エンジニアリング力を最大限活かし、道路橋などの公共事業、鉄道橋・鉄構などの民間事業、合成床版などのＦＲ

Ｐ事業、保全・補修事業などに注力し、受注、売上、利益の安定確保の施策を継続的に推進しております。

当第３四半期連結累計期間の受注高につきましては、積極的な営業活動を継続して展開した結果、156億88百万円

（前年同期比17.8％増）となりました。

売上高につきましては、前年同期に比べ増加したものの一部工事の進捗遅れもあり、143億17百万円（同3.6％

増）となりました。

損益につきましては、コスト削減に引き続き努め、生産効率化などの施策効果が見られたものの、前年同期に比べ

採算の厳しい工事が進捗し、利益率が低下したことから、営業利益は５億75百万円（同14.5％減）、経常利益は５億

90百万円（同16.0％減）、四半期純利益は５億45百万円（同17.9％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（橋梁事業）

受注高につきましては、積極的な営業活動を展開したことから、89億14百万円（同58.4％増）となりました。

売上高につきましては、手持ち工事の進捗により、78億70百万円（同0.9％増）となりました。

損益につきましては、採算の厳しい工事が進捗したことから、営業損失は43百万円（前年同期は１億８百万円の

利益）となりました。

（建設事業）

受注高につきましては、厳しい受注環境が続いたことから、67億51百万円（前年同期比12.0％減）となりました。

売上高につきましては、手持ち工事の進捗により、63億99百万円（同6.2％増）となりました。

損益につきましては、コスト削減の効果、生産の効率化などにより、営業利益は５億86百万円（同5.0％増）とな

りました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、37百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、橋梁事業の受注の実績が著しく増加しました。

これは、厳しい受注競争が続くなか、積極的な受注活動を行った結果であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 276,778,000

計 276,778,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 69,194,543 69,194,543
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数
1,000株

計 69,194,543 69,194,543 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 69,194 － 3,000,000 － 2,597,947

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,103,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 67,798,000 67,798 －

単元未満株式 普通株式 293,543 － －

発行済株式総数 69,194,543－ －

総株主の議決権 － 67,798 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が２個含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

宮地エンジニアリンググ

ループ㈱

東京都中央区日本橋

富沢町９番19号
1,103,000 － 1,103,000 1.59

計 － 1,103,000 － 1,103,000 1.59

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,991,009 3,995,205

受取手形・完成工事未収入金 7,437,754 9,108,166

未成工事支出金 95,657 182,178

その他 1,388,116 352,619

流動資産合計 13,912,537 13,638,169

固定資産

有形固定資産

土地 8,374,729 8,374,729

その他（純額） 2,783,152 2,611,669

有形固定資産合計 11,157,882 10,986,398

無形固定資産 187,973 162,443

投資その他の資産

投資有価証券 2,580,565 2,906,438

その他 325,861 311,550

貸倒引当金 △79,940 △75,600

投資その他の資産合計 2,826,486 3,142,388

固定資産合計 14,172,342 14,291,231

資産合計 28,084,879 27,929,401

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 3,684,854 3,875,367

短期借入金 6,520,320 6,170,000

未払法人税等 50,073 48,017

未成工事受入金 950,694 529,092

工事損失引当金 689,448 548,100

その他の引当金 257,409 125,497

その他 438,199 302,154

流動負債合計 12,590,999 11,598,228

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 2,213,913 2,213,913

退職給付引当金 1,445,929 1,439,449

その他の引当金 47,445 56,446

その他 385,163 465,265

固定負債合計 4,092,452 4,175,076

負債合計 16,683,452 15,773,304
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 3,746,234 3,746,225

利益剰余金 1,306,888 1,852,210

自己株式 △223,189 △223,373

株主資本合計 7,829,933 8,375,062

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 141,474 351,013

土地再評価差額金 3,430,019 3,430,019

その他の包括利益累計額合計 3,571,494 3,781,033

純資産合計 11,401,427 12,156,096

負債純資産合計 28,084,879 27,929,401
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

完成工事高 13,823,305 14,317,139

完成工事原価 12,029,574 12,647,858

完成工事総利益 1,793,730 1,669,281

販売費及び一般管理費 1,120,574 1,093,554

営業利益 673,156 575,726

営業外収益

受取利息 1,672 1,369

受取配当金 79,794 49,051

スクラップ売却益 60,154 31,324

貸倒引当金戻入額 22,385 8,000

その他 26,205 56,354

営業外収益合計 190,212 146,100

営業外費用

支払利息 87,891 74,269

異常操業損失 59,849 47,599

その他 12,852 9,739

営業外費用合計 160,593 131,608

経常利益 702,775 590,218

特別利益

固定資産売却益 4,541 20

ゴルフ会員権売却益 － 2,273

受取保険金 45,015 －

特別利益合計 49,556 2,293

特別損失

固定資産除却損 2,057 4,022

災害による損失 46,988 －

その他 4,690 －

特別損失合計 53,736 4,022

税金等調整前四半期純利益 698,595 588,489

法人税、住民税及び事業税 38,126 39,915

法人税等調整額 △4,060 3,251

法人税等合計 34,065 43,167

少数株主損益調整前四半期純利益 664,529 545,322

四半期純利益 664,529 545,322
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 664,529 545,322

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △367,773 209,538

土地再評価差額金 290,423 －

その他の包括利益合計 △77,349 209,538

四半期包括利益 587,180 754,861

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 587,180 754,861
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

 

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 256,365千円 264,282千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３

橋梁事業 建設事業

売上高       

外部顧客への売上高 7,797,2566,026,77723,44013,847,474△24,16913,823,305
セグメント間の内部
売上高又は振替高

308,166308,4541,021,9161,638,537△1,638,537 －

計 8,105,4236,335,2311,045,35715,486,011△1,662,70613,823,305

セグメント利益 108,080558,8206,608673,509△353 673,156

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）及び重要性が乏しい子

会社であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、工事進行基準売上高の調整額及びセグメント間取引消去であります。

(2）セグメント利益の調整額は、工事進行基準利益の調整額4,891千円、セグメント間取引消去

93,834千円及び全社費用△99,078千円であります。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３

橋梁事業 建設事業

売上高       

外部顧客への売上高 7,870,2536,399,83331,35914,301,44615,69214,317,139
セグメント間の内部
売上高又は振替高

364,869271,755820,5151,457,140△1,457,140 －

計 8,235,1236,671,589851,87415,758,587△1,441,44714,317,139

セグメント利益又は損

失（△）
△43,159586,9807,581551,40124,324575,726

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）及び重要性が乏しい子

会社であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、工事進行基準売上高の調整額及びセグメント間取引消去であります。

(2）セグメント利益の調整額は、工事進行基準利益の調整額31,006千円、セグメント間取引消去

101,293千円及び全社費用△107,975千円であります。なお、全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9円76銭 8円01銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 664,529 545,322

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 664,529 545,322

普通株式の期中平均株式数（千株） 68,094 68,091

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月13日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 前原　一彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森口　博敏　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澁江　英樹　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニアリ

ンググループ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の平成24年12

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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